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カワールーそのオアシスと交易-

1 .アガデスからビルマへ

ーテイネレ砂漠横断-

"ビスミッラー(アッラーの能IJ名において)" 

午前 3時、 2月の夜明け前、凍てつくような

京さのrtl、キャラバシ・コンボイのリーダ一、

アブドル・ラテイフの声が砂漠の静寂に響き

わたる。無愛想な児であるが、行動r{1はキャ

ラバンの安全に鋭く神経をとがらせている男

であるり砂地に毛布にくるまっていた男たち

が起き上がり、慌ただしく出発準備にとりか

かる υ トラックのエンジンの白にあわてて寝

袋をかかえてトラックの尚子?によじのぼる。

メルセデス・ベンツの頑強な 4台のトラック

ヵ、らなるフ。ロジェ・ド・ピルマのキャラノ可ン

.コンボイは砂漠の砂をかきわけで東へ向か

つて走り続ける。ニジエール共和国のサハラ

砂浪への出発点となる町アガデスを発って 3

日li、サハラ砂漠のrfJ心部よりまっすぐに|有

トーしたところにひろがる、砂以外は何もない

砂浜の中の砂漠といわれるテイネレ砂漠を横

断して、カワールと呼ばれる地方の中心地ビ

ルマをめざす。やがて束の地平線に沿って亦

澄色の光が立ちのぼってくるリ午前 511，yにト

ラックは A 旦停車し、ファジュル(イ如何け前

の礼拝)を捧げる。トラックに乗っている人

達はすべてイスラーム教徒。|場が昇るまでに

このフアジュルをすませなければならないの

だかそろそろ味の悪くなってきたミレット・

パンをかじり、コンボイは再度出発。次のス

トップはズフルとよばれる正午過ぎの祈りの

時間である O うまくいけば今日の夕方にはピ

ルマの町に転がり込むことが出来るだろう。

プロジェ・ド・ピルマとは、 1983年 7月 1

日に発足した地方政府と民間の合弁企業であ

り、月に 2凶コンボイをキ且んで、アガテ2スー
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ピルマIH]を11:1&しているりアガデスからは、

穀物その他日常生活必詰jillllをビルマ、ブアシ、

デユルクなどカワールのオアシスへ輸送し、

カワールの生産物である J~~、ナトロン(ソー

ダイl')、デーツなどとの交換交易を行うわ今

[!]Jの輸送にはI*JI努赤卜'[:を通して、アメリカ

などから寄付ーされた粉ミルク、野菜オイルな

どが力11えられ、{也に25ジifiのヤギがZf?のトラ

ックに分けて桔み込まれていたけ

筆者は、サハラ長距離交易を研-究テーマと

して、 liiy年マリ共和H玉い〉トンブクトウータウ

デニ間の主としてラクダで出を輸送するアザ

ライの研究に携わったりそこで、今WIは、同じ

くラクダによる塩交易が行われているニジエ

ール共和国のアガデス ビルマ間にその現状

を垣間見ることを目的に、このプロジェ・ド

.ピルマのキャラバン・コンボイに便乗させ

てもらったのであるのテイネレ砂漠はとてつ

もなく!よく、 -1支Jff，こj杢うと111fのu印もない
ので、生還不能となるねそのため、この地域に

入ろうとする旅行者には現地のガイドの I~則、!:

が義務づけられ、アガデス地}j政府発行のI汁

可書を必要とするのしかし筆名-にとっては、

車を借りる必要もなく、ガイドを短う必要も

なく、経済的にも安全性の上からも、現地の

人々の移動用にも使われるこのコシボイに便

乗することが最菩の策であった(写真 1)ω 

IriJ q J-'者はドイツ人青年クラウスただ a 人口

塩のキャラバンに興味をもち、 ドイツ(判部の

レ一ペンスブルクからやってきた変わり手?で

ある υ 要するに、変わり者同士の意気投合と

いったところだろうか[)クラウスは筆者のttll

いドイツ語を懸命に聞き分けてくれる〈、彼は

このため 2年間アラビア語を勉強してきたと

いうが、サハラ北部にいけばまだしも、残念

~ :)4 ~ 



の到来以後である O 彼らの南下に伴って 9世

紀から16世紀にかけて記されたアラブ地誌家

たちによる記録のなかに、カワールという地

名が見られる。その最も初期のものはエジプ

ト人、イブン・アブド・アルーハカム (803-

871)によるものである。彼によれば、 661年か

ら667年にかけてカイロワン(現チュニジア)

を拠点としたアラブ軍はオクパ・ベンナフイ

将軍に率いられて南下し、現リビアのフェザ

ン地方を攻略した。当時フェザン最大の町と

いわれたジャルマを征服し、そこの王から

360人の奴隷の献上を受けた後、さらに南下を

続け、 15日後にカワールに達したという O そ

この住民は砦にこもって戦い続けたが、オク

バ軍は彼らに打ち勝ち、王を捕らえて、アラ

ブの軍隊に敗北したことを永遠に忘れないよ

うに、王の指を切り落とした。ここでオクバ

は、この南はどうなっているのか、と案内人

に尋ねたが、彼は知らないと答えたので、南

下を中止して帰途についたという (Levtion 

and Hopkins(1981) 12-13)0この話はオクバ

の遠征から約200年後の記述であるため、それ

ほどの信想性があるとは考えられないが、カ

ワールという地名が初めて出て来る点で貴重

である。同じく 9世紀、イブン・アブド・ア

ルーハカムより少し後に登場するアルーヤク

ピーも、フェザンのザウイラの町から15日行

程で南下したところにカワールという町があ

り、さまざまな部族からなるムスリムが居住

し、その大多数がベルベル系の人々であると

記している(Ibid.22)0また、 12世紀頃モロ

ツコの地誌家、アル-イドリシはカワールの

地にタマルマといっ小さな町があり、独立し

た支配者の下に多数の人々が居住し、周囲が

険しい崖に固まれていること、また水は井戸

から汲み上げられ、ナツメヤシが群生し、質

の良いミョウバンを産し、商人たちによって

売られていることを記している(Ibid.1l4)o

以上の記述からは、カワールが単なる町の

名か、首都の名か、或は地域名なのかははっ

写真 1 テイネレ砂漠を行くプロジェ・ド・ビル
マのキャラパン・コンボイ

ながらこのあたりでは殆ど通じなし=。まだ筆

者の話す拙いフランス語のほうがアガデスで

も、このキャラバン・コンボイの運転手や労

働者、便乗者たちにはよく通じていた。

昼過ぎに再度出発したコンボイは、何度か

深い砂にタイヤをとられて立ち往生。そのた

びにサンド・マソト(穴をたくさんあけた鉄

板)を敷いて脱出という行為を繰り返しながら

走り続ける。日中の気温の高さは、 7-8月

に比べるとそれほど高くないが、陽が沈むと

トラックを切る風が急に冷たくなり、荷台で

寝袋を頭から被って耐えることになる O 夜半

過ぎまで走り、デユルクの30km手前で、ストッ

プc 翌朝早く出発、東の空が明るくなりだし

た頃、南北に連なる崖を背景にしたデFユルク

に到着。通関に手間取り夕刻に再出発。タ聞

に見え隠れするナツメヤシの木々の緑に先程

までの砂漠とはう ってかわった光景の中を南

下し、夜半過ぎにビルマに到着。明朝宿泊所

を探すことにして、今夜はジャンダルメリ(主

として国境管理にあたる警察)の敷地を借りて、

砂地に寝袋を敷く 。疲れ切った体を横たえ、

見上げる星空がとてつもなく美しかった心

2. カワールをめぐるアラブ人地誌家の記録

( 9世紀--16世紀)

さて、今から訪れるカワールとはいったい

どのようなところだろうか。また、いつ頃か

らその名称、が使われるようになったのだろう

か。この地名が歴史上の資料に現れてくるの

は、アラブ・イスラーム勢力の北アフリカへ
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きりしない。しかし、 20世紀に入ってから、

フランスはこの地域を仏領アフリカのLe

Cercle de Bilma(ピルマ圏域)として植民地

化した。このとき日本の国土面積にほぼ等し

いこの広大な地域のなかで、テイネレ砂漠の

東端に沿って、南北約300切にわたって細長く

伸びるオアシス地帯をカワールと称して、現

在に至っている。

さて、このカワールの歴史をもう少し振り

返ってみよう O

ギリシャに生まれ、ピザンチンの奴隷とな

り、自由な身となってから後に『諸国の辞

書』を著した地誌家ヤクート(I179-1229)によ

れば、すでに11世紀頃から南東のチャド湖周

辺にその中心部をおくカネムー帝国がカワー

ルを支配し、カワールの有力者家族との政治

的な婚姻関係をっくりだすことによって、そ

の支配は容易に行われたという O この状態は

12世紀半ばまで続き、この時代のカワールの

治安は、非常に良かったとされている(Ibid.

170，173，174)0また、 13世紀の後半にもカワ

ールは依然としてカネムー帝国の支配下に組

み込まれていたことをグラナダ生まれの地誌

家イブン・サイードが記している(Ib i d. 188) 0 
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地域の概観

カネムー帝国は、13世紀ドウナマ I世(1220

-1259)の時代、東はナイルの上流、西はニジ

エール川流域、北はフェザンの南方にまでそ

の版図を広げ、後にはソンガイ帝国とも接触

を保ち、砂漠横断交易が活発に行われていた

とし=う(ラブレ(1977)80、141)0 

またこの頃より、先述のアル-イドリシを

はじめとするアラブ人諸地誌家は、カワール

の生産物、資源などについてのさまざまな記

述を残している O カワールはデーツの生産と

家畜(ラクダ、ヒツジ)の育成に生活基盤を

有し、ソルガム、ラクダの干し肉、魚などを食

していたという (Levtionand Hopkins(1981) 

114) 0 また、イブン・サイードもカワールの

近くには湖があり、そこで人々は魚を釣って

いたという O そして魚は塩漬けにされ、カワ

ール全域に売りさばかれていた(Ibid.124)o

この時点で初めて塩についての記述が現れる O

海から遠く離れたこの地で手に入る塩は岩塩

以外には考えられない。それも近郊地からで

あろう O カワールの塩については詳しく後述

することになろう O

以上のように、食生活においてはほぼ自給

自足が可能であったと考えられるが、カワー
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ルの人々はとりわけ商業には積極的に関わっ

ていたようである，アル イドリシによれl工、

カワールの洞れた川の間にアル カサバと呼

ばれる小さな町があり、ここの人々は町々の

間を足繁く旅をしていたという (Ibid. 123)心

またヤクートは、カワールの各地にマーケット

が聞かれていたことを記している(Ibid.173)れ

141吐紀後半にはチャド湖東方で遊牧民ブラ

ラが反乱をおこし、カネムーの王は帝国の中

心をチャド湖南西のボルヌーに移した(デビ

ッドソン 104-106 )。以後この帝国がカネム

ー・ボルヌー帝同と呼ばれる所以である。

1352年から53年にかけて、大旅行家イブン

.バソトゥタがマリ帝国の首都マルリーを訪

れているが、彼はその帰途にトンブクトゥ、

ガオを経て、 13世紀から銅が採鉱されていた

タケダを訪れているけここの住民もまた毎年

エジプトに出かけて、布その他を購入するな

ど交易活動に熱心であったという(イブン・

バットゥタ 318)リこのタケダから束にキャラ

バン・ルートカ叩rlびている。アガデスからカ
ワールを経由して南東方面のボルヌーヘ向か

う40日行程のルートであるり

このルートをj亘ってタケダからは、銅が棒

状でボルヌーヘ輸出されていたという。おそ

らく通貨として用いられていたのだろう (Le

Copur(l985) 21-25))この当u宇カワールヵ、ら

輸出されていた主たる商品とは、アル イド

リシが詳しく述べているミョウバンである。

カワールの人々はミョウバンを、北のワルグ

ラからマグレプ地万へ、さらにエジプトまで

輸送し、エジプト産の布地、衣服を購入し、

カワールへ持ち帰ったと記している (Levtion 

and Hopkins 123)υ 

また少し後になるが、レオ・アフリカヌス

( 1484頃一1544頃)はボルヌーの王が北アフリ

カ方面からベルベルの馬を輸入するため、馬

l頭あたり奴隷15人から20人と交換していた

ことを長己している(L'Africain(l98l) II 48 
0):;当時この地域で、は馬は首長、貴族、商人

-37 

の長たちの豊かさと威信の象徴でもあり、奴

隷を追い求めるのにも必要であったのまた、

カネムーの王アルクーはカワールのデイルク

とセグデインへそれぞ、れ300人の奴隷を贈った

という古い記3求もある (LeCoeur 28)。

サハラ長距離交易の観点からみればカネム

ー・ボルヌー帝国は、南方に金を産出した西

のガーナ、マリ、ソンガイ帝国とは異なり、

南方には金が産出しなかった。そのため交易

に携わる商人たちにとって最大の利益をあげ

ることが出来るのは奴隷の輸出であったこと

は、容易に推測される。カワールの人々はフ

ェザンとカネムー・ボルヌーとの交易におけ

る仲介役をはたし、さらなる豊かさを求めて

交易活動に専念するために、自らも奴隷を所

有し、農地の耕作やミュウバンの採鉱、ナツ

メヤシ畑での労働などを彼らにまかせていた

のであろう。

さて、 16世宗己になると、カネムー・ボルヌ

ー帝国はマイ・ムハマドの時代(1529-1544)、

西方への長距離交易にとって決定的に重要な

アイール地方のあたりまで支配領域をひろげ

た(デビッドソン 106)。

その後、イドリス 3世(イドリス・アロオ

マ)の時代(1571-1603)にトリポリから入手し

た銃火器のおかげでその最盛期を迎える O 王

は異なる地方の住民を絶えず抗争させ、 トゥ

アレグをもおさえ、南はカノのあたりまで占

領し、同アフリカとナイル川の西流域、西ス

ーダンとフェザン、 トリポリを結ぶ交易の十

字路を支配し、かつてのソンガイ帝国のよう

に西スーダンの世界を砂漠の彼方の広い世界

に結びつけた。その後、ムハンマド王(1617-

1632)、イブラヒム王(1632-1639)、オマル王

(1639-1657 )の三代にわたって、国内的には平

和が維持された。農民は安心して畑を耕し、

旅人や巡礼者たちは不安なく道を行き、ひろ

がる交易による繁栄を人々は享受したという

(ラブレ 81.デビッドソン 108 263-264)。

カワールの人々は、カネムー・ボルヌー帝



|五lに従属しつつ、 yi_なる1r!1介入としてのみで

なく、この頃から品鈷に現れる塩鉱の採射を、

:恐らくな見;本の労働によって行い、独自に輸出

を始めていたれしかし、ボルヌーの+は、ヵ

ワール)，f;]辺でキャラバンからの略奪を繰り返

していたトゥアレグを、ド定するため、カワー

ルの人々にアガデス周辺のトゥアレグに対し

て屈を氏納させ、そのキャラバンの安全を保

証されるよう求めたω この頃からテイネレ砂

漠を波るキャラバンが行われはじめ、毎年1()

()()民に及ぶラクダに塩を禎み、アガデスへの

輸送が行われるようになったじアガデスのr{百

人たちは、この塩をさらに南のカッチナ'高;国

)f 1Mに輸IP1し、穀物などとの交換交易を行っ
たという ('， 北のブ工ザンでは当時多くの岩.ta

鉱があったので、サハラ砂j莫を北上するキャ

ラバンによって運ばれる商品のなかには指は

合まれていなかった(LeCoeur引-15)υ カワ

ールで保鉱された塩がテイネレイi少漠を越えて

ハウサI市[flへもたらされるルートとシステム

がっくりあげられたのはこの頃であろう U

その後カネムー・ボルヌー'帝同は、オマル

Eの後を継いだアリ Eの時代(1657-1694)半ば
に、北[，可のアイールのトゥアレグや南のジユ

クンによる反乱が井ーじ、帝国は混乱に陥った心

片都ンガザルガムも包聞きれ、何度も激しい

戦いが繰り返されたというりこの混乱のなか

で帝国はサハラ長距離交易の主導権を次第に

失い、 1R46年の消滅へと向かうことになる

(デビッドソン 264-266)。

3. カワールと卜ウアレグ(17世紀"-'20世

紀)

トゥアレグは15世紀頃からボルヌーのスル

タンに追われてカワールへ侵入を続けていた

が、カネムー・ボルヌー帝国の宗主権のくび、

きから離れ始めていたカワールは、17世紀末頃

にはトゥアレグの支配下に入っていた(Knut

(1982) 115， Grandin(195l) 513)。トゥアレ

グは、 17世紀末から18世紀初めにかけてこの

~ 38 

地}Jを襲った rばつに大きな彼;i;:を'乏けなが
らも、その-~J長うル・オウイは、 1()9()1fft(こ

アイール地}Jから他派のケル・グレスヤイテ

イセンを追い \/~ て、 1710年頃にはアイール )/d

辺を支配ドに治める〈ケル・グレスはこの少

し後、アイールのけ'jIJ4-のアダール.tili)fにその

覇権を if ち \i~てることになる (Lovejoy and 

Ba i cr( 1977) 57L-:n，その後、これらのト 1';

7レグj主合¥p:は17:;9作、 11之市冬I'j'Jにカワールの

ビルマをめぐるi淡いにボルヌ一軍を撃ち依り、

ケル・オウイとケル・グレスは他のトゥアレ

グ諸iJ氏と共にI(iJ ¥P.)_関係を強化することになる

(Lovc j oy (I 97R) ()1 L) ， 

ブ_:Lザンーボルヌ-lIlJのサハラ長距離交易

の南北にわたるルートでは、ムルズークの序!

など宅るところに{-;-.t~~が採抗tl され、ルート上

でjぷを欠くことはなく、うどがJにかかわってい

たトゥアレグも、初!切のうちはカワールのビ

ルマやファシの t;t以)j~ のイピイ1: にそれほどIXJ心を

ぶしていなかったが、カワールをjヒのセグデ

インから巾への移動を繰り返すうち、やがて

デ、ユルク、ピルマのオアシスのJ)証鉱からのJ求

掘量の!思かさにぷrI1し、.tnk交易へのアクセス、

年毎の貞納を集める権不[Jをfqtる( ここからテ

イネレfi以英のアシュゴールの井戸を総てアイ

ールに七るtAIlのキャラノ可ン・ルートカ人 トゥ

アレグによって開j邑することになる (Crandin

190-491)ハ

19世:キ己に人ると、リヨン、ホルネマン、リ

チヤードソン、クラッパートン、デンハム

(英)、リッタ一、バルト、ナハテイガル

(独)、ロウルフ、モンテイユ(仏)など、

北アフリカからサハラrt1央部に人域したヨー

ロッパ人旅行者や軍人によるカワールについ

ての記録が、急激に豊富なものになってくる p

彼らはいずれもカワールにたどりつく困難さ

と厳しい臼然条件について述べているが、な

かでもビルマの塩鉱やキャラパン交易との関

わりのなかで育成されたカワールの人々の 1-_

品さについて記したデンハム、チャドからビ



ルマの塩を求めて進むテイブーの小キャラバ

ンにj萱 j~ したバルト、ビルマに j帯イJ: し、カワ

ールの人々の'Li百l誌を II下しく記したナハテイ
ガルの記述などが、刀、 fの論述に貴重な資料

を提供してくれることになろうり

さて、 トゥアレグはカワールの定住民に対

しては、デーツ以外の農耕生産を妨害し、こ

の地で働く出鉱労働暑の食糧としての穀物を

輸入に頼らなければならないように仕Irl]~ tた

(Love j oy (197~) 64~) 

カワールの〉ιHJ亡とは、 トゥアレグとは1([1.
t求関イ系のないティブー(テダ) とカヌウリで

あるじ多数派であるテダは、東のテイベステ

ィ高地に住むテダと起源を|寸じくする(Barth

(l ~57) II L カヌウリとはカネムーの人々の

意であり、カワールでは少数派の住民であり、

テダとも混血が進んでいた(Nahatigal (1881) 

~83) リ

そして、塩交易にかかわっているトゥアレ

グとは、先述のケル・オウイとケル・グレス

である J アイール高地とその周辺に住む彼ら

は、毎年 2-;)度、テイネレ砂漠を越えてカ

ワールへ向かういトゥアレグはここで塩とデ

ーツを子に人れて、南のダメルグ、ダマグラ

ム方面でミレットと交換交易を行う U トゥア

レグは年間の食糧の半分を家畜(ヤギ、ラク

ダ)のミルクに依存し、 -仕上帝あたり 1H ~ 

-lOリットルを消費するが、乾季の後半2J1か

ら5月にかけて暑さが次第に増すにつれて、

家畜のミルクのtUが忠くなるため、食事の補

足として保存に耐える穀物(ミレット)を必

要としてきた(Lovejoyand Baier(1975) 55 

5) () 6月から 8月の雨季にはアイール高地に

は他地域よりも大量の降雨があり、牧草を豊

かにする c ラクダに充分な栄養補給をして、

雨季がおわると暑さも和らぐ10月から11月に

かけてピルマ、ファシへ向かうテイネレ越え

のキャラパンを組み、昨j季前にもち帰ったミ

レソトを輸送し、塩、デーツとの交換交易を

行う 1~月にアイールに戻り、ラクダに牧草

を再補給したあと、再度キャラパンを組み、

この塩とデーツを輸送し、ダメルグ、ダマグ

ラム方面へ、時にはさらにカノ方面のハウサ

ランドへ向かい、ミレットその他必需品(布

地、衣服、 工業製品など)を購入後、アイー

ルへの帰途につくい 2月から 3月にかけて、

再び同様なことが行われる。 6月から始まる

I羽季にはトゥアレグは必ずアイールへ戻って

いる。サバンナの過度の湿気が、ラクダの健

康を害するからである(Ibid.557)。年によっ

ては 7月'f-ばにテイネレ越えでアイール カ

ワール聞を往復することもある (Fonferrier

(l 9~3) 304 L)また富裕なトゥアレグの」音rsは、
ダメルグ、ダマグラムに白らのプランテーシ

ヨンを持ち、ここで生産されたミレットを雨

季前に持ち変えることもあるという (Lovejoy

andBaier(1975) 558-9)0ビルマからダメル

グ、ダマグラムそしてハウサランドにもたら

された塩は、ビルマでミレットと取引された

H寺の佃i十各の10倍:となる (Tbid.557)() トゥアレ

グは自らの居住地とサバンナ、そして砂漠と

オアシスの帝王済的ネットワークをまさに a手

に担っているといえよう。

ピルマの町の北西約 3kmのところに塩鉱が

あり、かつてはカララと呼ばれる集落があっ

た。しかし、以前には激しい略奪の被害を受

け、塩の採鉱労働に拘わっていたカヌウリは、

安全なビルマの町ーに引き揚げ、カララは現在

トゥアレグの宿泊地として、アザライのシー

ズン中のみ仮小屋が建てられるにすぎないり

昔の家々は塩の倉庫になってしまっている

(Grandin 93)ひこの略奪にかかわったのは、

19世紀半ばトリボリを支配するオスマン朝ト

ルコの軍にフェザンを追われて南下してきた

アウラド・スレイマンとよばれるアラブ遊牧

民たちであり、時には塩掘りを見下していた

テダの山賊たちも、この略奪に加わることも

あったというの彼らは、テイネレ砂漠を横断

して塩を輸送するトゥアレグのキャラバンに

も襲いかかった(Knut(l985)704-5， Grandin 
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492)。

しかし、 19世紀後半にはイスラム・スーフ

イー教団、サヌーシーの党派がシレナイカか

ら南下し、各地にターリカ(結社)をっくり、

さらにザーウイヤと呼ばれる地方の拠点を多

数設立し、宗教的影響力を行使していく。キ

ャラパンの略奪を行ったものにはシャーリア

(イスラーム法)に従って裁判を行ない、非

ムスリムはイスラームに改宗させ、ターリカ

に属するものには、盗まれた商品の返還を請

求する権利を保証し、交易の安全の確保に努

めはじめたO このサヌーシーの影響はカワー

ルにも及び、ジャドとピルマにもその宿舎が

たてられ、交易の安全に大きく寄与すること

になる (Knut(1985)708)0このサヌーシーの

宗教的信条は、アイール高地のトゥアレグに

も伝播し、続くフランスによる植民地支配に

対する抵抗エネルギーとなって、 20世紀初め

アイールのトゥアレグがフランス軍に対して

大反乱をおこすきっかけとなる(南里(1992

a)2-5)0 

1906年に、 トルコの南下を牽制しつつカワ

ールを占領したフランス軍は、サハラ長距離

交易による利益を享受するため、交易の安全

をはかるという名目で徴税を実施する O その

ために、フランス軍はサヌーシーの活動を分

断し、弱体化を図っていく(Knut(1985)713-

5)0追い詰められたサヌーシーとトゥアレグ

の結合はいわば必然的な結果であった。しか

し、先述の大反乱の鎮圧後はトゥアレグ、と

くにケル・オウイは、塩交易による利益を最

優先するべく、好余曲折を経ながらも、結果

的にはフランスの支配を受け入れていくこと

になる O 以後フランスの植民地支配から独立

の時期を経て、現在に至るまでテイネレ砂漠

を横断するルート上の安全は、ほぼ確立され

てきた。

4.カワールの塩鉱と交易

さて、ようやくピルマにたどり着いた筆者

写真2 カラ ラの塩鉱(ピルマ近郊)

は、翌朝クラウスと共に徒歩でカララへ向か

った。平坦な砂地を歩くこと40分、低いE陵

地帯を上りつめると眼前に、茶緑色の水を満

面にたたたえた円形矩形の小さな池穴が無数

に連なるビルマの塩鉱が、その全貌をあらわ

にした(写真2)。その小さな池穴の表面積

は20m2から25m;!であろうか。深さは約2mとい

う。筆者が訪れた 2月は気温もそれほど高く

なく、これらの池穴に満たされた水の蒸発速

度が遅いので、塩の採鉱活動は中断される O

そのためここで働く人の気配は全くなかった O

暑い季節が始まる 4月から採鉱が活発にな

り、わずかに雨がもたらされる 6月から 9月

の雨季をはさんで10月から11月にかけてその

活動は最盛期に入る O 池底に水が注がれ、わ

ずかな時間で水が蒸発すると塩分を含んだ底

の表層に塩が染み出す。さらに蒸発が進むと、

塩は砂と混じりあった状態で固まる O これを

ピルマの、とくにカヌウリの人々が、家族総

出の労働で掘り出すのである O 最暑期には、

このプロセスは一日 2回繰り返されるという O

塩は鉱床の深さによってさまざまな種類に結

晶化した形で採り出される O 良質の柔らかい

塩はベザと呼ばれ、直径20-30cmの円板状に固

められる O 重さは4-6kgで、人間の消費用であ

るO またやや粗悪な質の塩はカントゥと呼ば

れ、上部を平らにした、高さ4-50cmの円錐形

のナツメヤシの葉でつくられた鋳型で固めら

ハUAq
 



写真3採鉱された塩
ベザ(平たい円形)とカントゥ (円錐形)

れ、 重さは15-20k日になり、主として家畜の

飼料、或は工業用に使われるという (Grandin

521， Knut(l982) 120)0 

2月の、塩を含んだ茶緑色の水に満たされ

た池穴の傍らには、薄い茶褐色をしたこれら

のベザとカントゥが、それぞれ別々にいくつ

も積み上げられているのが見られた(写真

3) 0 4月に始まるアザライを待っているの

だろうか。

この塩を輸送する.トゥアレグは、各党派に

よって分業が行われている O ケル・オウイは

ダメルグ、ダマグラムをキ至て、ソコト、カノ、

ザリアなど主としてハウサランドの市場へベ

ザを輸送し、ケル・グレスはカツイナ周辺の

遊牧民たちの宿営地、或はニジエール、ナイ

ジエリア国境付近のハウサ商人へカントゥを

輸送する (Grandin524)0 

さて、この塩鉱の所有権はどうなっている

のか、またどのような形の労働が行われてい

るのか、簡略に述べてみよう O

塩鉱の所有権は基本的にカヌウリに属する。

しかし、その分配権はピルマの首長に属し、

カヌウリの人々は土地の一部を使用する許可

を受け、年毎の税を納めなければならない。

カヌウリの一世帯あたり少なくとも 一つ、平

均して三っか四つの塩鉱を所有するが、裕福

なものは20以上所有するという (Grandin495 

-7)。
テダは塩の採鉱労働には加わらず、塩鉱を

一つも所有していない。彼らは専ら交易に関

する仕事に従事し、ヤギもしくはヤギの乳製

品と交換して得たカワールの塩をテイベステ

イの束、南に輸送しているという りしかし、

その交易全体の中に占める位置は、現在のと

ころ必ずしも明らかにはされていない。

さて、ビルマの塩の採鉱は、先述のように

家族労働の形態をとるが、時には家族以外の

労働者を雇うこともある O その労働者は 1日

の前半を所有者のために働き、後半は自分自

身のために働くという(Knut(1982)118)0 18 

世紀から19世紀にかけては、南カワールで集

められた奴隷が、その労働に従事していたこ

ともあったという (Lovejoy(1978)641)。

カワールはソンガイ帝国滅亡後、 17世紀頃

からサハラ長距離交易のルートが東に移行し

たあと、奴隷交易の接合点として数多くの奴

隷の取引がなされた。この地で売却された、

主としてボ、ルヌーの人々の奴隷は、当然なが

ら塩鉱採掘の労働に従事していたと考えられ

よう O フランス人の到来後、奴隷制度は廃止

されたことはいうまでもない。

先述のようにこの労働は、現在家族総出で

行われているのだが、 4人1組で lシーズン

の聞にヤギ30頭の荷に相当するベザと、 40-

50頭のラクダの荷に相当するカントゥ400個を

生産する。総量は 4~ 5 tであるという O

春に作業が開始されるときには、ブラウマ

と呼ばれるトゥアレグの買い手側の代表によ

ってその旨が儀式的に告知され、春の終わり

に大きなキャラバンが到着するときは、塩の

需要がいかに大きいかということと、そのシ

ーズンの生産目標が述べられる O また作業が

終了する時期、時刻も彼によって告げられ、

その後に作業をした人はその生産量の90%を

取り上げられることになる(Knut(1982) 122， 

Grandin 497)0 

先述のように、 10月になるとピルマにミレ

ットを積んだラクダが続々とやって来て、塩

鉱の南の広い大地の上にあるカララにいくつ
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第 1表 キャラパンの規模(ラクダ数)と輸送ルー

ト

年 ラクダの数 情報源 輸送ルート

1823 30， 000 オウドニイ A-K 

1850 10，000 /'¥ルト A-K 

1850 1， 500 リチヤードソン A-D 
1850 3， 500 /'¥ルト A-D 

1856 4， 000 ダウマス D-A 

1866 3-4， 000 ロールフ A-K 

1870 3， 000 ナハティガル A-K 

1870 70， 000 ナハティガル A-K etc 

1890 10，000 フアラーティ Total 

1891 3-4， 000 モンテイユ Total 

1903 8， 000 ノエウル D-A 

1903 17，930 ルフェープル A-Z， Kano 

1903 30， 000 ルフェーブル Total 

1905 4， 870 ガデル D-A 

1905 6， 000 ガデル D-A 

1906 4， 760 ガデル A-K 

1906 13，018 ガデル A-K 

1906 8， 000 ヴィッシャー A-K 

1907 8，000 ベトリックス A-Agram 

1907 5， 500 ベトリックス A-K 

1907 20-30， 000 ムーレ A-Agram 

1908 20，000 アバディ Total 

1913 20-30， 000 ペイル Total 

1914 20， 000 ムーラン Total 

1915 8-10，000 ムーラン Total 

1921 4， 150 フォンフェリエ A-K宇
1921 8，840 フォンフェリエ A-K本
1924 7， 600 アバディ A-Agram 

1924 3， 200 アバディ A-K 

1926 7，000 プキャナン A-K 

1932 8，285 ギナルド A-K 

Kunt(1982) 134より作成.但し、事印は筆者が持入した.

注)鎗送ルートの略記は、 A-アイール、 K-カワール、
D-ダマグラム.

ものバラックがたてられ、塩の採鉱作業と並

行してミレットとの交換取引が行われる間の

宿泊所となる(ほぼ1週間) 0 なかにはピル

マに足を延ばし、親しくなったカヌウリの家

に宿泊することもある O この取引の中心的役

割を果たすのもブラウマであり、塩の生産者

側のカヌウリと買い手のトゥアレグの聞に立

って、そのキャラパンが購入する塩の量を決

める O 同時に秋のキャラバン到着時に、春に

取引されるのに必要な塩の量もあらかじめ決

められる。

写真4 塩とデーツを積んでピルマからアガデス
へ帰途につくプロジェ・ド・ビルマのキャ

ラノfン・コンボイ

カワールでの塩の価格は、 15-20kg(平均17

kg)のカントゥが1.5-1. 8kgのミレットと、 4

-5kgのベザが1.3-1. 5kgのミレットに相当する O

取引を終えたトゥアレグは、ラクダ l頭あ

たり 6つから 8つのカントゥ(100-130kg)を荷

積みする。もろいカントゥの問にはナツメヤ

シの葉が挟まれ、クッションの役割を果たす。

テイネレ砂漠へのキャラパンの出発にあた

り、ラクダ100R員につきマドゥガと呼ばれるガ

イド l名が先導する O またラクダに飼料を与

えたり、キャラバン中のメンバーの食事をま

かなう若者が数人付き添う O 多い時には3000

頭前後のラクダが動員され、そのキャラバン

の長さは、最長25kmにも達するという(Knut

(1982) 130) 0 

第l表は、 19世紀初めから20世紀初めにか

けて、記録が残っているラクダのキャラバン

の規模を示すデータである O

さて、筆者とクラウスは、はほ 1週間のピ

ルマ滞在を終えて、冒頭にしるしたプロジェ

.ド・ピルマのキャラバン・コンボイの 1台

のトラックの荷台に再度乗り込み、アガデス

への帰途についた。 4台のトラックのうち 2

台には、ナツメヤシの葉で編まれたムシロの

中に総計18-20tに及ぶベザとカントゥが積み

込まれ、他の2台には北のジャド方面から運

ばれてきた l袋30-40kgのデーツが、 200袋づ

っ積み込まれ、さらにこの 4台のトラックに

は 1台あたり 10-15人、アガデスへ向かう人達

が荷台に分乗していた(写真4)0 塩とデー

内
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ツは、1i:路アガデスからj主ばれた殺物、粉ミ

ルク、 ~'f 菜オイルなとごとごとJ興してれJz られたも

のである

テイネレ{沙i誌をふくむサハラfi折見全体にお

ける k~li. 自M~交易において、ノ?Jヤトラソクなど

の泣代[ドj~iÍlï])王子段は欠かせないものになりつ

つあるカ人これカfただちにIIゴ:fe(1'0 ;j:ラクダに
よるキャラパシを時l~.ì~ していくという -般的

な子!J.I，は、少なくともこのテイネレ砂渋にflAJ

しではあてはまらない JJLに竿者は住路にお

いて、ケル・オウイによる、ラクダで.r;証をj主

ぶノトキャラバンを放|球目撃している l 、yj~J 1 

隊あたり乙()0ftのラクダで構成されたキャラパ

シ(土、ナツメヤシのムシ口につつまれた ll~ì を

??に、l()見γFつのどダiJ縦1;誌で、光州のラクダ、

に来.)たリJ(マド，"カ~ごあろう)に中川、らu、

乙 ;)人のリjがfJE)J::でキャラパンに小jさむと.-)

ていた 心'JMc(tゐトラソクからかなり離れ
たところをアカデスにむかつて.iIE)jIIIJに;[ん

でいたため、近ついて II!たをかわすことはIH
米なかったが、ことテイネレイi判廷にi対しては

これからもうケゲとトラソケは、統合という

よりも itイヂという形態をとりおutることであ

ろっ

さて、ビ jしマを党って;111 1Iの判、プロジ

J ・ド-ピルマグ〉キャラノ{ン・コシ:-rイはア
ガデスのIlIrに人った コン ;j~、イのリ』ダ一、

アブドルラティフに感謝の， i宇拡を述べ、 fri¥r 
を交わ Lて別れる 何1安全(ではあるが、半越

したJRj尽力をイ)ーしたリjであった i ホテルに民

V)、クラウスとビ』ルでf;吃村; H'I-)台所Jはひな

びたUI合lurでしかなかったアガデスが、今は

大者|七会のようにはえた
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